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本プロジェクトの目的
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使用済みペットボトルの回収状況 ― ほとんどのペットボトルは既に回収されている
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• 図は2020年における全国の指定
ペットボトルの回収状況である。

• リサイクル目的の「資源回収」とし
て回収されている指定ペットボトル
は、販売量を分母にした場合に
96.7％にもなる。

• 残りのペットボトルが全て海に流出
しているかというと、そうではない。

• 残りの3.3%のほとんどは、可燃ま
たは不燃ごみに混入する形で回収
されている。

• 微量が「資源回収」、「可燃・不燃
ごみ混入」のいずれの形でも回収
されず、ポイ捨て等により「散乱ご
み」として流出している。



ペットボトルが「微量の流出の散乱ごみ」となってしまう要因

• 全国清涼飲料連合会では、使用済みペットボトルが散乱ごみとなってしまう要因としては上記の
３つが主であると考えている。

• 本プロジェクトでは、３つの要因の中でも、特に「回収場所の不足」の解消、とりわけ自動販売
機横のリサイクルボックスの満杯回避策としてのリサイクルボックス内の異物（清涼飲料容器以
外のごみ）の低減に注力をしていく。
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街中でのごみ箱不足に起因する自動販売機横リサイクルボックスのごみ箱化問題
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• コストの理由等から、街中の公共のごみ箱が消えて久しい。現在は、外出中に発生した「ごみ」は自宅
まで持ち帰るのが原則となっていると考えられる。

• 街中から公共のごみ箱は消えていくにつれ、従来の公共のごみ箱の代替として、本来の目的とは違う使
われ方をされ、清涼飲料業界が頭を悩ませているのが、清涼飲料業界が自主的に自動販売機横に設
置しているリサイクルボックス（飲み終わった清涼飲料容器のリサイクルを目的とした回収箱）である。



自動販売機横リサイクルボックスが抱える悩み、「異物問題」
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• 本来は清涼飲料容器の回収場所であるリサイクル
ボックスが、ごみ箱の代替として使われる状況が常態
化している。

• 今回の広島県での実証実験の１６か所においても、
従来型リサイクルボックス内の異物比率は平均で
42%（詳細後述）にも達していることが確認されて
いる。

• 自動販売機横リサイクルボックス内の異物により、ス
ペースを圧迫し、結果、本来回収すべき清涼飲料容
器を投入するスペースが無くなり、リサイクルボックス
の周辺の飲料容器散乱を誘発する原因となる。リサ
イクルボックス周辺の散乱は河川・海洋流出の原因
ともなる。

• よって、リサイクルボックスからのペットボトルの散乱を
確実に防止していくには、如何に異物混入を回避す
るかが重要となる。



清涼飲料業界の考えるソリューション：
リサイクルボックスの物理的なデザイン設計により、清涼飲料容器以外の異物投入を最小化する
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• 本プロジェクトでは、「ペットボトルの河川、
海洋流出の可能性を最小化する」施策とし
て、左記の新しいデザインの自動販売機横
リサイクルボックスの有効性を検証する。

• 自動販売機横リサイクルボックス内の異物
を最小化することで、リサイクルボックスの
本来の目的である、清涼飲料容器の回収
に使えるスペースを確保することで、周辺の
飲料容器散乱を最小化する。

• リサイクルボックス周辺の散乱防止を通じて、
飲料容器の河川・海洋流出の可能性を最
小化していく。



広島県におけるプラスチック製新機能リサイクルボックス（プロトタイプ）実証実験詳細
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【プロジェクトチャーター】



実証実験箇所は広島市内に１６か所
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実証実験結果：異物混入比率低減効果
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＜参考資料：異物名称の定義＞

 酒類容器：

酒類びん、酒類ペットボトル、酒類缶

 食品容器：

カップコーヒー容器（紙）、カップコーヒー容器（プラスチック）、紙製飲料容器（牛乳、野菜ジュース等）、スト
ロー、食品容器（カップ・皿）、弁当容器、おにぎり・パン・菓子の包装・容器、缶詰・ペットフード等の缶

 生活関連：

レジ袋（内容物があっても１個）、紙袋（内容物があっても１個）、紙類（ティッシュペーパー等）、割り箸、
飲料以外のプラスチックボトル（洗剤・調味料等）、生活プラスチック（スプーン・歯ブラシ・文具等）、おもちゃ、
その他の生活関連プラスチック

 食品：

おにぎり・果物等

 たばこ関連：

たばこの吸殻・フィルター、たばこのパッケージ・包装、使い捨てライター（いずれも容器に入っている場合は１個
でカウント）
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実証実験結果：絶対数量カウントによる評価

• 個数ベースでは異物は67%低減。

• 清涼飲料容器回収数量も減少しているが、気象状況（気温低下と雨量増大により清涼飲料消費低下）と付近に従来型
リサイクルボックスが存在している（新機能に不慣れな消費者が従来型に投入してしまう）ことが原因と推測。

• また、大規模な啓発看板もなく、新機能リサイクルボックスに70%以上の消費者が適切に対応されており、今後の本格展
開に向けて消費者に対応いただけることを確認できたと考えられる。
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リサイクルボックスの回収物カウント総括表
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異物項目別の分析でも、全ての異物項目で低減を確認（▲70%前後の低減）

• 絶対数量カウントの結果においても、比率分析同様に
全ての異物項目で新機能リサイクルボックスの異物低
減効果が確認された。

• 全ての異物に対して、新機能リサイクルボックスの低減
効果が確認された。



定点観測によるリサイクルボックス(RB)周辺の散乱状況観察例
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河川・海沿いロケーション 駅前ロケーション

従来型リサイクルボックスの
飲料容器の散乱例

近くに海洋につながる
深い側溝があり、その
側溝に落ちれば
海洋流出リスクは高い

新機能リサイクルボックス
設置後の状況

飲料容器の
散乱が無く
なる

従来型リサイクルボックス
周りの散乱例

新機能リサイクルボックス
設置後の状況

飲料容器とその他ごみ
の散乱が無くなる

飲料容器とその他ごみ
の散乱が観察された

• 「ペットボトルの河川、海洋流出の可能性を最小化する」ことを
考えると、最も注意して観察をすべきロケ。

• 対象ロケの1つでは、新機能RB設置後は散乱状態が大きく改
善された状況が確認された。

• すぐ近くにコンビニエンスストアがあり、飲み終わった清涼飲料容器
やその他のごみの廃棄ニーズが高いと推測される。

• 従来は飲料容器ならびにその他のごみの両方の散乱が観察され
ていたが、新機能RB設置後は散乱は無くなり、綺麗な状態となっ
た。



課題：

 下向き投入口の更なる進化（投入口の形状、サイズ、向
きの適正化）や蓋を開けにくくする工夫等を通じて、更なる
異物低減効果の検討。

 今後の本格展開に向けては、デザインの進化とともに、新
機能リサイクルボックスの使い方、リサイクルへの協力に関
してのお礼などのメッセージ等により、積極的に新機能リサ
イクルボックスを使って頂く啓発の工夫を検討。

自動販売機横リサイクルボックスの異物問題対応に関
するネクストステップ：

 清涼飲料業界の目標は、令和４年の秋より最終的な改
良を加えた新機能リサイクルボックスの本格展開を開始す
ることであり、当該目標の確実な実行により、GSHIPの目
標である海洋ごみ問題に対し貢献していく。

 まずは、自動販売機横リサイクルボックスの異物問題対応
としての新機能リサイクルボックスの設置拡大に注力し、次
なる施策を検討していく。

実証実験結果の結果総括：

 新機能リサイクルボックスには異物低減効果があった。

 異物率の低減により、容積を異物から解放し、リサイク
ルボックスの本来の目的である清涼飲料容器の回収に
充当できるスペースがより多く確保できた。

 また、海洋流出の原因ともなるリサイクルボックス周辺の
清涼飲料容器の散乱リスクは軽減できたと考えられる。
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総括、課題ならびにネクストステップ


